
1.まえがき

長崎大学工学部安全工学教育センター第3号をお届けします。平成22年度はセンターの

運営が定着した年でした。平成22年 3月に，長崎大学工学部が主体となった「安全安心工

学入門一安全安心は長崎から-Jを古今書院から発行することができました。「安全安心は

長崎から」とする副題は，先行する大学の皆様には申し訳なかったのですが，私たちの気

概を示す意味があります。

この本を活用した教養特別講義や公開講座を開催し，学内外に内容を知っていただきま

した。安全安心について考えるきっかけとなれば， 目的を果たしたと言えます。この本の

刊行と九州、|工学協会賞の受賞から，長崎大学の取組みは全国的に知られるようになり，九

工教ニュース，工学教育等から依頼原稿がありました。また，講演依頼も来るようになり

ました。これまで努力された皆様に感謝申し上げる次第です。

また，安全工学セミナーや産官学連携プロジェクトは工学部の PBL教育として，今後教

育プログラムのひとつの柱となることが期待されています。平成23年度からの工学部の新

しいカリキュラムの中で定着が望まれます。

安全工学教育センターは一定の役割を果たしました。平成23年から新しい工学研究科の

中で新たな展開をすることを期待しています。

最後に，平成 18年度から 20年度にかけて文部科学省の現代的ニーズ、取組支援フ。ログラ

ム「健全な社会を支える技術者の育成」の採択から，今日まで安全安心教育に取り組まれ

た関係者の皆様に感謝申し上げます。

高橋和雄
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